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まちの財政状況
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一般会計決算概要

歳入の用語解説◆財政健全化判断比率及び資金不足比率に関する報告

目的別

総務費
8億9,354万円

19.2％

その他
8億7,969万円

18.2％

地方交付税
17億6,857万円

36.8％

地方譲与税・交付金
1億8,967万円

3.9％

国庫支出金
4億5,986万円

9.6％

県支出金
3億1,131万円

6.5％

町債
3億7,802万円

7.9％

町税
6億2,383万円

13.0％

使用料及び手数料
1億7,430万円

3.6％

分担金及び負担金
2,398万円

0.5％

依存財源
64.7％

自主財源
35.3％

民生費
13億6,684万円

29.3％

衛生費
2億1,280万円

4.6％

農林水産業費
3億2,640万円

7.0％

商工費
2億6,656万円

5.7％

土木費
2億7,094万円

5.8％

消防費
2億6,488万円

5.7％

消防団第6部詰所

立町公園

教育費
3億7,142万円

8.0％

災害復旧費
1億5,176万円

3.2％ 公債費
4億7,816万円

10.2％

議会費
5,878万円

1.3％

令和元年度の一般会計決算は
歳入48億923万円、歳出46億6,208万円、
差し引き1億4,715万円（前年度比14.3％減）の決算となりました。

48億923万円
（対前年度5.7％減）

46億6,208万円
（対前年度5.4％減）

歳 入歳 出
令和元年度に

完成したもの（一部）

　令和元年度はハード事業として、消防団員の増員に伴う施設規
模の拡張および防災・減災機能の強化を図るために、綾町消防団
第6部詰所の新築工事を行いました。令和2年度までに町内すべ
ての消防詰所が新築される予定となっています。また、立町公園
の整備工事も行いました。公園を整備することで地域住民の健康
増進を図りつつ交流や地域づくりを促進し、地域が活性化するこ
とを目的としたものです。

　ふるさと納税については、3億1,596万円の寄附（寄附件数
14,328件）をいただきました。寄附金はユネスコ エコパーク推進
事業や教育環境の整備・充実などに活用しています。今後は、企業
版ふるさと納税やガバメント・クラウドファンディングなどにも積
極的に取り組みながら、綾町と綾町特産品のファン・リピーターの
獲得に努めます。

自主財源 地方交付税

使用料及び手数料

分担金及び負担金 その他

町債（地方債）

依存財源

町税、使用料、ふるさと納税寄
附金など、町が自ら収納・徴収す
る財源のこと。安定した行政運
営のためには、歳入総額に占め
る割合が大きいほど望ましい。

　平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が施行されまし
た。この法律は、財政破たんを未然に防ぐため健全化判断比率と資金不足比率を
算定し、その算定数値から地方公共団体が置かれている財政状況と将来の負担な
どを判断し、早期に健全化を図ろうとするものです。
　令和元年度の各指標については、以下のとおりとなりました。

　早期健全化や再生の必要性を判断するためのものとして、以下の4つの財政指
標を「健全化判断比率」として定めています。この比率が早期健全化基準など一定
の基準を超えると、国に「財政健全化計画」の提出が義務付けられ、地方債（町債）
の発行を制限されたり、町独自の事業ができなくなったりします。

　水道や下水道などの公営企業の資金不足を、公営企業の料金収入の規模と比
較して、経営状態の悪化の度合いを示す割合です。

＊（連結）実質赤字比率
地方公共団体の財政規模に対して、一般会計（連結については、水道会計や公共下水道会計など公営企業会計を含
む）などに生じている赤字の大きさを示す割合。
＊実質公債費比率
地方公共団体の財政規模に対して、その地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを示す割合。
一般家庭に置き換えると、その年の借金（住宅ローンなど）の返済額が支出の中で占める割合に当たる。
＊将来負担比率
地方公共団体の財政規模に対して、その地方公共団体の借入金（地方債）など将来にわたって負担しなければなら
ない負債の大きさを示す割合。一般家庭に置き換えると、今後返済する住宅ローンなどの借金の額がどれだけにな
るかを示す。

令和元年度 平成30年度
実質赤字比率 －％　（15％） －％　（15％）
連結実質赤字比率 －％　（20％） －％　（20％）
実質公債費比率 8.4％　（25％） 8.4％　（25％）
将来負担比率 52.3％ （350％） 50.2％ （350％）

※（　）は早期健全化基準

令和元年度 平成30年度
農業集落排水事業会計 －％　（20％） －％　（20％）
公共下水道事業会計 －％　（20％） －％　（20％）
浄化槽事業会計 －％　（20％） －％　（20％）
水道事業会計 －％　（20％） －％　（20％）

※（　）は経営健全化基準

■財政健全化判断比率

■資金不足比率
各地方公共団体が一定の水
準で行政運営が行えるよう国
から交付されるもの。

施設の使用者や公共サービス
の受益者に、その対価として
負担いただくもの。

特定の事業の受益者に必要
経費を負担いただくもの。

財産収入、寄附金、基金など
の繰入金、繰越金など。

町が資金調達のために借り入
れる債務のこと。

国・県支出金や地方交付税な
ど国や県の基準により交付さ
れるもので、国や県などの状況
により大きく影響を受ける財源
のこと。

税目 収入額 収納率

町民税 2億3,376万円 91.5％
固定資産税 3億1,681万円 92.9％
軽自動車税 2,916万円 86.7％
市町村たばこ税 4,101万円 100.0％
入湯税 309万円 100.0％
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町民一人あたりの金額町債（地方債）残高の状況
町債（地方債）は、公共施設整備などに要する費用を世代間で公平にするため
に、国や金融機関などから長期的に借入を行うものです。

● 一般会計

起債名 元年度末残高 30年度末残高

公共事業等債 3億  555万円 3億1,149万円

公営住宅建設事業債 1億2,095万円 1億4,718万円

災害復旧事業債 8,830万円 5,777万円

（旧）緊急防災・減災事業債 1億1,543万円 1億3,673万円

学校教育施設等整備事業債 4億    50万円 4億2,758万円

社会福祉施設整備事業債 5,010万円 5,472万円

一般廃棄物処理事業債 88万円 1,558万円

一般補助施設整備等事業債 2億7,899万円 2億9,475万円

施設整備事業債（一般財源化分） 3,867万円 4,420万円

一般単独事業債 5億5,092万円 4億7,432万円

辺地対策事業債 5億3,234万円 5億  223万円

財源対策債 2億  300万円 2億1,340万円

減税補填債 1,000万円 1,307万円

臨時財政対策債 17億  902万円 17億8,139万円

都道府県貸付金 1億  255万円 1億  901万円

合計 45億  720万円 45億8,341万円

● 公営企業会計

起債名 元年度末残高 3０年度末残高

農業集落排水事業 4,030万円 4,606万円

公共下水道事業 10億7,817万円 11億  277万円

浄化槽事業 1億1,685万円 1億1,332万円

水道事業 3億  974万円 2億5,591万円

（令和2年3月1日現在　現住人口　6,985人）

一人あたりの年間合計金額

667,442円

① 民生費

② 総務費

③ 公債費

④ 教育費 

⑤ 農林水産業費 

⑥ 土木費

⑦ 商工費

⑧ 消防費

⑨ 衛生費

⑩ 災害復旧費

⑪ 議会費

障がい者、高齢者、児童福祉、特別
会計繰出金などに要する経費

役場全体の事務や徴税、ふるさと納
税、戸籍、住民票、選挙、統計、監
査などに要する経費

町債の元金の返済及び利子の支払い
に要する経費

小・中学校や文化・体育施設、生涯
学習、スポーツ振興などに要する経
費

農業、林業、水産業に要する経費

道路、河川、公園、町営施設の建設
や管理などに要する経費

商工業の振興に要する経費

広域消防負担金や消防団の活動に要
する経費

ごみ処理や健康診断、予防接種など
保健衛生に要する経費

災害復旧に要する経費

町議会の運営に要する経費

195,682円

127,923円

68,454円

53,174円

46,728円

38,789円

38,162円

37,922円

30,466円

 21,727円

8,415円
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まちの財政状況

町有財産の状況

特別会計・企業会計決算の概要

令和2年3月31日現在、綾町が所有している財産です。

令和元年度の特別会計・企業会計の決算をお知らせします。

基金残高

財政調整基金 2億9,311万円

土地開発基金 1億1,366万円

物品購入基金 200万円

地域福祉基金 1億1,058万円

減債基金 9,335万円

公共施設等整備基金 10,022万円

ふるさと農村活性化基金 1,000万円

国民健康保険財政調整基金 8,415万円

介護給付費準備基金 5,735万円

公共下水道事業減債基金 1,459万円

浄化槽事業減債基金 1,320万円

ふるさと綾サポート基金 1億3,687万円

森林環境譲与税基金 292万円

公有財産

土地 4,157,613㎡

（うち山林） 2,877,223㎡

建物 91,375㎡

有価証券 348万円

出資による権利 3,229万円

債権 4,450万円

物　品

各種自動車 53台

美術工芸品（日本刀） 1本

移動通信用電気通信器 一式

トラクター 1台

小型船舶 1艇

● 特別会計決算
会計名 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険事業 11億3,221万円 11億2,028万円 1,193万円

後期高齢者医療 1億  728万円 1億  703万円 25万円

介護保険事業 9億    70万円 8億7,228万円 2,842万円

● 企業会計決算
会計名 歳　入 歳　出 差　引

農業集落排水事業 1,711万円 1,516万円 195万円

公共下水道事業 1億  804万円 1億  754万円 50万円

浄化槽事業 2,501万円 2,404万円 97万円

水道事業（収益的） 1億    73万円 8,691万円 1,382万円

水道事業（資本的） 8,810万円 1億2,243万円 ▲3,433万円

基金・・・町が特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、または定額の資金を運用するために設けた財産のこと 

特別会計・・・特定の収入をそれに伴う支出に充て、事業を行う会計のこと
企業会計・・・その事業収入で支出をまかない、経営を行う独立採算制の会計のこと
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まちの財政状況

ふるさと納税について

綾町の照葉樹林と
ユネスコ エコパーク推進のための事業

1,200万円
綾町の次代を担う青少年育成事業

6,250万円

綾町の高齢者を敬う福祉事業
100万円

綾町が取り組む
自然生態系農業に関する事業

400万円

その他町長が必要と認める事業
2,000万円

綾町の産業観光と
スポーツ等合宿を振興する事業

4,000万円

宮崎大学、南九
州大学などの学
術研究機関との
連携による調査
・研究や、「知の
拠点」としての
ユネスコエコパ
ークセンター利
活用推進などに
活用しました。

　令和元年度のふるさと納税には、引き続き多くの支援をいただきました。寄附件数は 1 万 4,328 件、寄
附額は 3 億 1,596 万円になりました。主なものを報告します。

生産者と消費者
が交流し、綾町
の自然生態系農
業と安心安全な
農産物をアピー
ルする有機農業
推進大会の実施
運営に活用しま
した。

スポーツ少年団
の活動支援や、
錦原サッカー場
・野球場、小田
爪運動公園、て
るはドーム、て
るはふれあい広
場の管理運営に
活用しました。

子どもの医療費
や児童館の運営、
学力向上対策、
子育てと仕事の
両立支援を拡充
させるための病
児・病後児保育
事業などに活用
しました。

高年者クラブの
活動支援など、
高齢者の長寿・
健康の維持増進
のための事業に
活用しました。

皆が利用しやす
い綾てるは図書
館の管理運営の
ために活用しま
した。
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2020
11月

国民健康保険のお知らせ

明るい選挙啓発ポスター・書道展　

脳ドック検診料の補助
　40 歳以上の国民健康保険加入者に、脳ドック検診料の 4 割を補助します。下記の検診機関で脳ドッ
クを受診した後、検診日から 1 年以内に必要書類を添えて役場窓口で申請をしてください。

　検診機関／市民の森病院総合健診センター　☎ 37-1111　　　野崎病院　☎ 51-3111
　　　　　　宮崎江南病院健康管理センター　☎ 53-8928　　　古賀健診センター　☎ 22-2112
　申請に必要なもの／領収書、保険証、印鑑、世帯主名義の通帳

はり、きゅうまたはあんま、マッサージ施術の利用補助
　国民健康保険加入者がはり、きゅう、あんま、マッサージ施術を受ける場合に、施術料の一部を補
助します。役場窓口で施術利用者証の交付申請を行い、施術の際、施術所に提示してください。

　施術利用者証の交付に必要なもの／保険証、印鑑
　利用回数／ 1 日 1 回、年 48 回を限度とします　補助額 1,000 円
　指定施術担当者／大西あんま・マッサージ治療院　☎ 77-1502　　　前平鍼灸院　☎ 55-0079

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４

　選挙啓発のために行われたポスター・書道展の入選作品が発表されました。入賞者は次のとおりで
す（敬称略）。おめでとうございます。

宮崎県選考　ポスターの部
　［特選］岩田つぐみ（小 1）＝写真右＝
　［金賞］上村真桜（小 2）　＝写真左＝
　［銅賞］木村みこと（中 3）
　［佳作］崎山美夏・北野朱理（中 1）、
　　　　前田心陽・松田晋兎・歌津凪人・
　　　　松元ひなた（中 2）、中島暖華（中 3）

宮崎市・東諸県郡選考　ポスターの部　
　［金賞］岩田つぐみ（小 1）、上村真桜（小 2）、前田心陽（中 2）
　［銀賞］崎山美夏（中 1）、松田晋兎・籾田心（中 2）、中島暖華（中 3）
　［銅賞］北野朱理・高野もも（中 1）、歌津凪人・松元ひなた（中 2）、上井優季・木村みこと（中 3）
　［佳作］中武聖弥（小 5）、福山希（中 1）、坂本美空・佐藤亜純（中 2）、谷口楓花（中 3）
　　　　　
宮崎市・東諸県郡選考　書道の部
　［佳作］髙原伊吹（小 1）、松本唯希（小 3）

■問い合わせ先／総務税政課　☎７７－１１１２
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11月は児童虐待防止推進月間です　

農地中間管理事業を活用しませんか

　児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。虐待を受けたと思われる子どもがいたら、児童相談所
や福祉保健課にご連絡ください。連絡は匿名でも可能です。

■連絡・相談先／児童相談所全国共通 3 けたダイヤル　１８９

福祉保健課　☎７７－１１１４

　農地中間管理機構は県知事が指定する公的機関で、農地を預かり、農地を必要としている担い手に
貸し付けをします。

農地を貸す人のメリット
　・・　同機構は県が認可した公的機関で安心
　・・　賃借料は同機構が支払うので安心・確実
　・・　契約期間終了後、農地は必ず返却される（契約更新も可能）
　・・　協力金の交付や固定資産税の軽減が受けられる（要件あり）
　・・　相続税や贈与税の納税猶予が継続される
農地を借りる人のメリット
　・・　まとまった農地を借りることができ、コスト軽減や規模拡大が可能
　・・　複数の所有者とのやり取りなどは同機構が行うため、事務労力や手数料が軽減できる
　・・　借受期間が比較的長く、計画的に営農できる
　・・　基盤整備や機械導入などの補助事業などの優遇措置を受けられる（要件あり）
　・・　正式な権利設定による管理・耕作が可能

　農地を貸したい人は、まず同機構ま
たは役場農林振興課で相談をしてく
ださい。登録申請書提出後、同機構が
農用地の確認を行ったうえで条件な
どの協議を行い、貸借契約を結ぶこと
になります。
　農地を借りたい人は、同機構の借受
希望者募集に応募してください（随時
募集中）。同機構が農業委員会などの
関係機関と協議のうえ、希望に合う農
地を紹介します。条件などの協議を
し、貸借契約を結ぶことになります。

■問い合わせ先／県農業振興公社　☎７８－０２１０

綾町農業委員会　☎７７－０１００

身体的虐待 子どもをなぐる、蹴る、激しく揺さぶる、おぼれさせるなど

性的虐待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど

ネグレクト 家に閉じ込める、食事を与えない、自動車の中に放置する、病院に連れて行かないなど

心理的虐待 言葉による脅し、無視、子どもの前で家族に暴力をふるうなど
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花火打ち上げのお知らせ

多年草植栽　秋の講習に参加しませんか

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で延期になって
いた第 40 回花火大会は、県内での発生が抑えられてい
る状況であることから、再興を願い町の皆さんへ元気を
お届けできるよう、下記の通り行います。打ち上げ場所
は三本松橋河川敷です。

打ち上げ日時／ 11 月 7 日（土）午後 7 時～ 7 時 15 分
　　　　　　　※交通規制　午後 6 時 30 分～ 8 時
変更内容／露店の出店、歩行者天国はありません

〔ご協賛ありがとうございます〕綾町建友会

■問い合わせ先／産業観光課　☎７７－３４６４

　昨年秋から町内の大型花壇で取り組んでいる、豊かな里山の風景に
なじむ多年草植栽事業「みんなでつくる綾町花壇プロジェクト」の秋
の講習を行います。講師は横浜市在住のガーデナー・平工詠子さんで
す。皆で美しい花壇づくりにチャレンジしませんか。園芸用手袋、ス
コップ、運動靴または長靴、飲み物、タオルをお持ちください。

綾ナチュラルガーデン尾堂（尾堂橋南詰）での講習
　日　時／ 11 月 14 日（土）午前 10 時～正午　苗の植えこみ
　　　　　　　　　　　　　  午後 2 時～ 4 時　  球根ばらまき植え
　駐車場／綾北川尾堂橋下河川敷

■問い合わせ・申込先／建設課　☎７７－３４６７

ＦＡＸ７７－２０９４　メール kensetsukanri@town.aya.lg.jp

　町内の 33 工房と国富町の 5 工房が一堂に会し、力作や新作を特別価格で展
示販売します。
　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、展示会の開催ガイドライン
に沿って、来場される皆さんにマスクの着用や検温、来場者名簿の記入などへ
のご協力をお願いします。また、オークションやガラポン抽選会は中止します。
なお、感染状況により内容が変更になる場合がありますことをご了承ください。

日時／ 11 月 20 日（金）～ 23 日（月・祝）
　　　午前 9 時～午後 5 時（最終日は午後 4 時まで）
場所／綾てるはドーム

■問い合わせ先／産業観光課　☎７７－３４６４

第39回 綾工芸まつりを開始します
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子育て支援センター ☎77-1154

  4 日（水）　わくわく広場　

■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／イモ掘り

5 月に植えたイモを掘ってみましょう。汚れても

良い格好でお越しください。水筒と帽子、着替え、

タオルなどの準備をお願いします。芋煮会もあり

ますよ。

11 日（水）　誕生会
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 11 月生まれのお友達の誕生会

対象者にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

18 日（水）　親子教室「コアラ」
■時間／午前 9 時 45 分～ 11 時 30 分

■場所／綾保育園・綾幼稚園

■内容／見学会

見学をしてお話しを聞きます。現地集合・現地解

散です。詳細は支援センターにお問い合わせくだ

さい。事前申し込みをお願いします。

25 日（水）　ゆったり子育て教室
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／クリスマス飾りづくり

ステキな飾りを作りましょう。材料はセンターで

準備します。

　　「子どもが急に発熱

してしまったけれど、仕

事を休めない」。そんなと

きは、病児・病後児保育

施設「あやっ子ケアルー

ム」をご利用ください。

　生後 6 カ月～小学 6

年生までお預かりします。

保育所や小学校に通って

いるお子さんはもちろん、在宅育児のお子さんや町

外在住のお子さんも利用できます。利用には事前の

登録が必要です。料金や利用方法など詳しくはお問

い合わせください。

■問い合わせ先／あやっ子ケアルーム　☎ 77-3733

11月の行事

あやっ子ケアルームをご利用ください！

お誕生おめでとう
9月1日～30日に受付のあったお子さんです

川﨑 栄心 ちゃん ［男］ R2.9.14 生
（かわさき えいしん） 保護者：啓史さん ［宮原］

横山 こはる ちゃん ［女］ R2.9.16 生
（よこやま こはる） 保護者：竜己さん ［昭和］

だいじょうぶ？鼻水・鼻づまりだいじょうぶ？鼻水・鼻づまり
　鼻水や鼻づまり
を放っておくと、鼻
やのどの粘膜が炎
症を起こし、ほかの
病気の原因になる
ことがあります。鼻
水・鼻づまりが気になったら、早めに病院を
受診しましょう。
　家庭では、鼻水が出たらふく、鼻がつまった
らかむ、という生活習慣が身につくよう、繰
り返し伝えていきましょう。

今月のPHOTO

親子教室コアラ「絵本の読み聞かせ講座」
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健康センター ☎77-0195

無医地区巡回診療
広沢地区
　11月13日（金）正午～午後0時45分
倉輪地区
　11月13日（金）午後1時～1時45分

　各自治公民館で午前 9 時 30 分から行います。ぜ

ひご参加ください。

　糖尿病は、網膜症・腎症・末梢神経障害という糖

尿病の特徴的な 3 大合併症以外にも、心筋梗塞や脳

梗塞などの動脈硬化疾患や認知症・がん・心不全・

歯周病のリスクになります。

　日々の暮らしに大きな影響を与えるこれらの病気

を予防するためにも、糖尿病にならないよう食事や

運動などの生活習慣の見直しをすることが大切です。

発病した場合は、専門医などの指導を受け適切に治

療しましょう。

　いよいよ流行の時期となります。インフルエンザ

と新型コロナウイルス感染症の症状は似ており、こ

の秋冬に同時流行することが予想されます。しっか

りと気を付けて過ごしましょう。

・・　外出時はマスクを着用し、人ごみを避ける

・・　帰宅時には手洗い・うがいをする

・・　急な発熱やせき、のどの痛みなどの症状がある

場合は、かかりつけ医へ相談を

　各相談・離乳食教室の参加希望者は事前に電話で

お申し込みください。

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■日時／ 11 月 5 日（木）午後 1 時 15 分～

■対象／乳児と母親

※乳児相談の希望者はバスタオ

ルを、おっぱい相談の希望者

はタオルを持参してください

3 歳 6 カ月児健康診査
■日時／ 11 月 13 日（金）

■対象／平成 29 年 1、2、3、4 月生

　　　　および未受診者

離乳食教室②（5 ～ 11 カ月児）
■日時／ 11 月 19 日（木）午後 1 時～

おっぱい相談
■日時／ 11 月 19 日（木）午後 1 時 30 分～

※希望者はバスタオルとタオルを持参してください

　この秋冬には再び新型コロナウイルス感染症が拡

大する恐れがあります。インフルエンザの症状は新

型コロナウイルス感染症の症状と似ており、医療危

機につながる可能性があるとの指摘もあります。重

症化しやすい高齢者は、予防接種を早めに受けま

しょう。

　接種希望者はかかりつけ医にご相談ください。ま

た受診の際は保険証と健康手帳をご持参ください。

対象／① 65 歳以上の人

② 60 ～ 65 歳未満で、心臓・腎臓または呼吸

器の機能に自己の身辺の日常生活活動が

極度に制限される程度の障害を有する人

およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫

の機能に日常生活がほとんど不可能な程

度の障害を有する人（おおむね身体障害者

1 級に相当）

期間／ 12 月 31 日（木）まで

料金／ 1,200 円

妊婦・乳児の健診・相談

高齢者インフルエンザ予防接種

お達者クラブ

11月14日は世界糖尿病デー

インフルエンザに注意

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区

  4日（水） 四枝 17日（火） 二反野

  5日（木） 上畑 18日（水） 揚町

  6日（金） 古屋 19日（木） 麓

  9日（月） 立町 20日（金） 東中坪

10日（火） 中堂・南麓 24日（火） 宮原

12日（木） 倉輪 26日（木） 西中坪

13日（金） 北麓 27日（金） 昭和

16日（月） 宮谷

■問い合わせ先／社会福祉協議会　☎ 77-3099
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綾てるは図書館 ☎77-0180

タニカワみお作品展「笑顔絵屋さん」

　町内在住のタニカ

ワみおさんによる心

温まるイラスト・似顔

絵作品の数々を展示

します。思わず笑顔に

なる作品をぜひご覧

ください。

■期間／ 11 月 17 日

（火）～ 29 日（日）

■場所／てるは図書館

　　　　中央フロア

図書館まつり

　毎年恒例の図書館まつり。ぜひ皆さんでご来館く

ださい！本のリサイクル市以外は、事前の申し込み

が必要です。電話およびカウンターで受け付けます。

■日時／ 12 月 5 日（土）午前 9 時～午後 3 時

■内容／本のリサイクル市、読み聞かせと二胡演奏

のコラボレーション、絵本作家・とよたか

ずひこさんのおはなし会

新型コロナウイルス感染状況により催しの内容が変
更になることがあります。詳しくはホームページで
随時お知らせしますのご確認ください。

URL　http://www.aya-lib.jp

読書週間
　10 月 27 日（火）～ 11 月 9 日（月）は読書週間

です。読書は、さまざまな言葉や生き方に触れなが

ら世界を広げることができます。本との出合いを考

える機会にしてください。

購入するＤＶＤを選んでみませんか？
　掲示してあるＤＶＤ一覧表の中から、観たいＤＶ

Ｄに投票してください。得票数が多かったものを図

書館で購入していきます。

■期間／ 11 月 15 日（日）～ 29 日（日）

　

県内の図書館からの本の取り寄せについて
　読みたい本がてるは図書館にない場合、県立図書

館や県内公共図書館に所蔵されていれば、取り寄せ

ててるは図書館で借りることができます。

　館内に置いてあるリクエスト用紙に記入しカウン

タースタッフにお渡しください。なお、新刊本など

は時間がかかることがありますのでご了承ください。

11月のイベント

12月のイベント（参加者募集）

お知らせ

2日（月）、9日（月）、
16日（月）、24日（火）、

30日（月）
11月の休館日

おすすめの本

[ 一般書 ]
○いちばんやさしい 60 代からの Android スマホ
○老いのたしなみ
○戦争の歌がきこえる
○学校に行きたくない君へ　続
○非認知能力が育つ 3 ～ 6 歳児のあそび図鑑
○鳥獣戯画の国
○三世代探偵団　3 赤川 次郎／著
○チンギス紀　8 北方 謙三／著
○業平 高樹 のぶ子／著　　　　　

[ 児童書 ]
○ 14 歳の教室 どう読みどう生きるか
○こども SDGs
　なぜ SDGs が必要なのかがわかる本
○すごいぞ ! 進化
○集めてわかるぬけがらのなぞ
○ダヤンと恐竜のたまご 池田 あきこ／著
○きりばあちゃんのともだち
○ねぐせのしくみ
○ひみつだからね
○ほしのこども

※ほかにもたくさんの本が入っています

おはなし会（毎週土曜日開催）
■日時／ 7日、14日、21日、28日の午後 2

時～ 2時 30分

※3日（火）、23日（月）は祝日開館
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一
般
寄
付寄付

者
／
物
品
（
地
区
名
）

福
山
美
代
子
／
野
菜
（
杢
道
）

松
元　

安
光
／
野
菜
（
中
堂
）

川
﨑　

信
一
／
野
菜
（
倉
輪
）

忌
明
寄
付寄付

者
／
物
品
（
地
区
名
）

竹
脇
マ
キ
子
／
正
一
（
昭
和
）

奥　

誠
司
／
元
（
立
町
）

外
山　

國
夫
／
三
重
子
（
立
町
）

大
島
紀
久
夫
／
シ
ツ
エ
（
神
下
）

今
吉　

忠
則
／
ツ
ユ
子
（
四
枝
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
9
月
1
日
～
30
日
受
付
分
）

ほ
乳
瓶
寄
贈

生
涯
学
習
講
座

「
短
歌
」受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

日
常
も
新
生
活
に
換か

わ

り
ゆ
く
人
と
の
和な

ご

み
マ

ス
ク
に
隠
れ

和
を
以
っ
て
貴
し
と
為
す
を
か
み
し
め
る
コ

ロ
ナ
の
時
代
の
今
だ
か
ら
こ
そ

竹
下
　
恭
子
さ
ん
（
南
麓
）

野
畠
　
雪
子
さ
ん
（
揚
町
）

　

令
和
二
年
度
の
歌
会
は
、
六
月
以
来
よ
う
や
く
九
月
に
開
く
こ
と
が
で
き
た
。
九
月
は
「
和
」
の
字
を
詠
み
込
む
と
い

う
課
題
。
紹
介
し
た
二
首
は
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
期
間
の
生
活
を
掬す
く

い
上
げ
、
解
説
す
る
ま

で
も
な
く
分
か
り
や
す
い
作
品
で
あ
る
。

　

一
首
目
は
、
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
新
生
活
は
、
こ
ま
や
か
な
顔
の
表
情
や
微ほ
ほ
え笑
み
な
ど
が
見
え
な
い
た
め
に
味
気
な
い

日
常
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
つ
ま
り
マ
ス
ク
は
和
や
か
な
人
間
関
係
を
希
薄
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

二
首
目
の
「
和
を
以
っ
て
貴
し
と
為
す
」
は
、
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
第
一
条
で
あ
る
。
会
合
や
会
食
な
ど
の
「
和

す
る
」
こ
と
を
避
け
て
い
る
生
活
だ
か
ら
こ
そ
、「
和
」
の
貴
さ
を
思
い
出
し
か
み
し
め
て
い
る
と
い
う
。
今
年
、
み
や
に

ち
俵
万
智
短
歌
賞
で
俵
万
智
賞
を
受
賞
し
た
中
学
生
の
「
友
達
と
話
せ
る
こ
と
の
幸
せ
を
教
え
て
く
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
」

も
友
達
と
の
会
話
の
重
要
性
に
気
付
い
た
と
い
う
作
品
で
あ
っ
た
。「
非
日
常
」が
新
し
い
生
活
様
式
と
し
て
前
向
き
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
共
感
し
た
読
者
は
多
い
に
違
い
な
い
。
今
な
お
「
手
指
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
・
三
密
回
避
」
の
新

生
活
様
式
は
継
続
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
（
株
）ズ
ー
ム
テ
ィ
ー
か
ら
ほ

乳
瓶
１
２
０
本
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
災
害
用
の
備
蓄
品
と

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

（
健
康
セ
ン
タ
ー
）
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綾
町
お
で
か
け
バ
ス
カ
（
１
０

０
円
バ
ス
専
用
カ
ー
ド
）
の
特
設

交
付
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
事
前
に
資
格
証
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
を
し

て
い
な
い
場
合
は
こ
の
機
会
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
受
付
期
間
／
10
月
27
日
（
火
）

～
29
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分

～
正
午

◎
場
所
／
宮
交
バ
ス
綾
待
合
所

※
右
記
期
間
以
外
は
宮
崎
駅
バ

ス
セ
ン
タ
ー
・
宮
交
バ
ス
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
11
月
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
次
の
催
し
が
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

・・
11
月
１
日
（
日
）
第
39
回
綾
競

馬

・・
11
月
3
日
（
火
）
第
34
回
國
廣

杯
少
年
剣
道
大
会

・・
11
月
７
日
（
土
）
～
８
日
（
日
）

総
合
文
化
祭

・・
11
月
７
日
（
土
）
～
８
日
（
日
）

有
機
農
業
ま
つ
り

・・
11
月
８
日
（
日
）
有
機
農
業
推

進
大
会

・・
公
民
館
文
化
祭
・
伝
統
芸
能
披

露

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
対
策
と
し
て
、
町
外
に
住
む

大
学
生
な
ど
を
も
つ
保
護
者
に
対

し
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

◎
対
象
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学
（
大
学
院
含
む
）・
短
大
・

高
等
専
門
学
校
（
第
４
・
第
５

学
年
お
よ
び
専
攻
科
に
限
る
）・

専
門
学
校
な
ど
に
通
う
者
を
扶

養
す
る
保
護
者
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合

・・
令
和
２
年
度
の
個
人
町
民
税
が

非
課
税
ま
た
は
均
等
割
の
み
課

税
さ
れ
て
い
る
世
帯

・・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
２

月
以
降
の
い
ず
れ
か
の
月
の
収

入
が
前
年
の
同
月
と
比
較
し
て

減
少
し
た
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

◎
金
額
／
県
外
在
住
の
学
生
は

６
万
円
、
綾
町
外
の
県
内
在
住

の
学
生
は
３
万
円
（
い
ず
れ
も

１
回
の
み
）

※
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

教
育
総
務
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
失
業
し
た
人
を
支

援
す
る
給
付
金
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
失
業
し
た
人

※
ア
ル
バ
イ
ト
は
除
く

◎
給
付
額
／
10
万
円

◎
申
請
期
限
／
令
和
３
年
１
月
29

日
（
金
）

◎
申
請
方
法
／
申
請
書
に
離
職

日
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
、

振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
‐
３
４
６
４

　

教
育
委
員
会
で
は
、
何
ら
か
の

理
由
で
登
校
す
る
こ
と
が
難
し
い

町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
を
対
象

に
、
相
談
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
心
の
安
定
や
生
活
習
慣
の

改
善
を
助
け
、
学
校
復
帰
を
支
援

す
る
適
応
指
導
教
室
「
照て

る
は葉
教

室
」
を
９
月
か
ら
開
設
し
て
い
ま

す
。
利
用
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は

綾
小
・
中
学
校
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

◎
開
設
日
時
／
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
15
分
～
午
後
３
時

※
学
校
の
休
校
日
（
振
替
休
業
な

ど
）
は
休
み
ま
す

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
内

■
問
い
合
わ
せ
先
／

教
育
総
務
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

狂
犬
病
は
、
罹
患
す
る
と
必
ず

死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
犬
の
飼
い

主
は
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
、
登
録
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

未
接
種
犬
の
予
防
注
射
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
登
録
済
み

の
未
接
種
犬
に
は
ハ
ガ
キ
で
通
知

し
ま
す
。
未
登
録
犬
に
つ
い
て
も

対
応
し
ま
す
。

◎
日
時
／
11
月
10
日
（
火
）
午
後

お
で
か
け
バ
ス
カ
の
手
続
き

催
し
の
中
止

町
外
学
生
等
支
援
金

失
業
者
給
付
金

適
応
指
導
教
室
を
開
設

お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射
を

行
い
ま
す

くらしの情報［ 11 月 ］

交通規制のお知らせ

通行止
通行止

　水道管更新工事に伴い、県道田ノ平・綾線の
一部区間および町道西向川原線で通行止めを行
います。歩行者や自転車は通行できます。
　ご迷惑をおかけしますが、皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
■期間／ 11 月 1 日（日）～令和３年１月１４日
　　　　（木）のうち１週間程度

（問）建設課上下水道係　☎ 77-3467
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くらしの情報［ 11 月 ］

２
時
～
４
時

◎
場
所
／
役
場
裏
駐
車
場

◎
接
種
料
／
３
３
０
０
円
（
年
１

回
）

◎
登
録
料
／
３
千
円（
生
涯
１
回
）

※
東
諸
県
郡
内
の
動
物
病
院
で
も

注
射
で
き
ま
す

・・
常
に
首
輪
や
綱
を
点
検
し
、
犬

の
逃
走
防
止
に
努
め
、
犬
の
放

し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

・・
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き

や
死
亡
し
た
と
き
、
ま
た
犬
を

譲
渡
し
た
と
き
は
届
け
出
が
必

要
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
５

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
11
月
24
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

令
和
３
年
の
成
人
式
は
、
１
月

３
日
（
日
）
に
綾
町
公
民
館
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
在
住
の
新
成
人
に
は
、
９

月
下
旬
に
案
内
し
て
い
ま
す
。
町

外
在
住
で
成
人
式
に
参
加
を
希
望

す
る
新
成
人
は
、
社
会
教
育
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
家
族
か
ら
の

連
絡
も
可
）。

◎
申
込
締
切
／
11
月
27
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

公
民
館
文
化
ホ
ー
ル
の
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
を
開
放
し
ま
す
。
事
前

の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
期
間
／
10
月
～
11
月
の
月
・
水
・

金
・
土
曜
日

◎
利
用
時
間
／
午
後
４
時
～
６
時

（
土
曜
日
の
み
午
前
９
時
～
午

後
４
時
）

※
一
人
ま
た
は
１
グ
ル
ー
プ
１
回

に
つ
き
１
時
間

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

酒
泉
の
杜
温
泉
施
設
の
運
営
停

止
に
伴
い
、
町
内
在
住
の
70
歳
以

上
な
ど
を
対
象
に
交
付
し
て
い
る

温
泉
利
用
助
成
回
数
券
が
利
用
で

き
る
温
泉
施
設
を
変
更
し
ま
し
た
。

ご
利
用
の
際
は
こ
れ
ま
で
の
回
数

券
を
そ
の
ま
ま
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

回
数
券
の
交
付
を
申
請
し
て
い

な
い
人
は
、
役
場
で
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
新
し
い
使
用
施
設
／
て
る
は
の

森
の
宿
入
浴
施
設

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
行
っ
て

い
る
年
末
調
整
説
明
会
は
中
止
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
年
末
調
整
に

関
す
る
用
紙
や
各
種
情
報
に
つ
い

て
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

特
集
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
税
務
署
☎
29
‐
２
１
５
１

　

令
和
３
年
度
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
の
登
録
者
へ
、
11
月
中
旬
に

名
簿
記
載
通
知
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
裁
判
員
に
選
ば
れ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

も
の
で
す
。

　

候
補
者
名
簿
は
、
市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
が
く
じ
で
無
作
為

に
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国

の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.saibanin.courts.go.jp

（
宮
崎
地
方
裁
判
所
）

　

検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官

が
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

「
不
起
訴
処
分
」
の
善
し
あ
し
を
、

選
挙
権
を
持
つ
国
民
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審

査
す
る
制
度
で
す
。

　

令
和
３
年
度
の
候
補
者
に
は
、

11
月
中
旬
に
「
検
察
審
査
員
候
補

者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」

が
送
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
68
‐
５
１
２
０

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
、
カ
ー
ド
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
利
用
手
続
き
を
す
る
と
、
選
択

し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
で
の
買
い
物
に
使
え
る
ポ
イ

ン
ト
（
上
限
５
千
円
分
）
が
国
か

ら
付
与
さ
れ
ま
す
。
９
月
か
ら
令

和
３
年
３
月
ま
で
の
買
い
物
が
対

象
で
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
な
ど
１
０
０
種
類
以
上
か
ら
選

べ
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
申
請
し
て
か
ら
約
１
カ
月
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
役
場
窓
口

の
ほ
か
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
郵
便
な
ど
で
も
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル（
０
１
２
０
）９
５
０
１
７
８

　

道
路
沿
い
に
植
栽
さ
れ
て
い
る

家
庭
の
庭
木
な
ど
の
枝
が
道
路
上

に
伸
び
、
通
行
に
支
障
が
出
て
い

る
場
所
が
多
数
あ
り
ま
す
。
所
有

し
て
い
る
土
地
の
樹
木
の
枝
葉
が

通
行
の
支
障
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

確
認
と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

検
察
審
査
会
制
度

年
末
調
整
説
明
会（
中
止
）

水
質
検
査

令
和
３
年
成
人
式

文
化
ホ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
開
放

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

裁
判
員
候
補
者
へ

名
簿
記
載
通
知
を
発
送

温
泉
利
用
料
金

助
成
回
数
券

樹
木
の
管
理
の
お
願
い

お
願
い
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■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

飼
い
犬
は
、メ

ー
タ
ー
か
ら
離

し
て
つ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま

た
、メ
ー
タ
ー
の

上
や
周
り
に
は

物
を
置
か
な
い

よ
う
に
、ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
人
や
心
配
ご
と
が
あ
る

人
は
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
綾
町
の
人
権
擁
護
委
員

早
川
ゆ
り
、
谷
口
秀
典
、
中
薗

兼
次

◎
次
回
の
特
設
相
談
／
12
月
４
日

（
金
）
綾
町
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
６

　

ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
、
不
登

校
な
ど
社
会
生
活
を
う
ま
く
送
れ

ず
に
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
・
若
者

の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
県
子
ど

も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

「
わ
か
ば
」
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
専
門
の
相
談
員
が
お
こ
た
え

し
ま
す
。
相
談
無
料
。

◎
相
談
受
付
日
時
／
月
～
水
曜
日

お
よ
び
土
・
日
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
５
時

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
相
談
は
24
時

間
受
付

◎
相
談
方
法
／

・・
来
所　

宮
崎
市
宮
田
町
13
‐
16

      

（
県
庁
10
号
館
１
階
）

・・
電
話　

41
‐
７
８
３
０

・・
Ｆ
Ａ
Ｘ
41
‐
７
８
３
１

・・
メ
ー
ル

soudan@
m

iyazaki-kow
aka.jp

　

性
的
少
数
者
専
用
の
相
談
窓
口

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
性
的
少

数
者
に
対
す
る
無
関
心
や
誤
っ
た

認
識
、
偏
見
、
差
別
な
ど
に
よ
り
、

学
校
や
職
場
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
。
相
談
無
料
。

◎
電
話
相
談
／
毎
月
第
３
日
曜
日

の
午
前
９
時
～
正
午

　

☎
22
‐
０
０
２
２

◎
メ
ー
ル
相
談
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

相
談
で
き
ま
す
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

h
ttp

s://p
al-let.jp

/lgb
t

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
働
き
た
い
け
ど
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
り
不
安
」「
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
に
悩
ん
で
い
る
」「
起
業
・

社
会
貢
献
が
し
た
い
」
な
ど
の
相

談
を
無
料
で
お
受
け
す
る
「
わ
た

し
の
働
き
方
相
談
」
専
用
電
話
が

開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
匿
名
で
の

相
談
も
可
能
で
す
。
電
話
相
談
の

後
、
必
要
に
応
じ
て
面
接
相
談
も

行
わ
れ
ま
す
。

◎
相
談
受
付
時
間
／
月
～
土
曜
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
祝

日
と
年
末
年
始
を
除
く
）

◎
専
用
電
話
／
29
‐
８
５
４
４

　

来
春
、
綾
幼
稚
園
に
入
園
す
る

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

◎
年
齢
・
定
員
／
０
歳
児
（
６
カ

月
～
）
３
人
、
１
～
２
歳
児
18

人
、
３
歳
児
10
人
、
４
歳
児
10

人
、
５
歳
児
10
人

◎
募
集
開
始
／
11
月
２
日
（
月
）

◎
申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
12
月
25
日

（
金
）ま
で
に
園
の
受
付
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い

◎
面
接
／
保
護
者
と
本
人
と
の
面

接
を
令
和
３
年
２
月
に
実
施

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
幼
稚
園
☎
77
‐
０
１
５
３

　

11
月
28
日
（
土
）
～
12
月
13
日

（
日
）
に
み
や
ざ
き
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
開
催
予
定
の
第
45
回
宮
崎

市
美
術
展
に
作
品
を
出
展
し
ま
せ

ん
か
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
賞
を
設

け
な
い
無
審
査
の
展
覧
会
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

◎
対
象
／
宮
崎
市
・
国
富
町
・
綾

町
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

す
る
高
校
生
以
上

◎
部
門
／
平
面
、
立
体
、
書
、
写

真
◎
出
品
点
数
／
各
部
門
ひ
と
り
１

点
（
未
発
表
の
も
の
に
限
る
）

◎
出
品
料
／
無
料

※
募
集
要
項
は
宮
崎
市
内
の
主

な
画
材
店
や
書
道
用
品
店
、
カ

メ
ラ
店
な
ど
で
配
布
（
み
や
ざ

き
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
能
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

み
や
ざ
き
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
22
‐
３
１
１
５

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催

の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

◎
日
時
／
11
月
20
日
（
金
）
午
前

９
時
開
会

◎
場
所
／
小
田
爪
運
動
公
園
多
目

的
広
場

◎
対
象
／
町
内
在
住
の
60
歳
以
上

◎
定
員
／
１
０
０
人
（
先
着
順
）

◎
参
加
費
／
５
０
０
円

くらしの情報［ 11 月 ］

綾
幼
稚
園
の
園
児
募
集

募　

集

宮
崎
市
美
術
展
の

出
品
作
品
募
集

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

出
場
者
募
集

性
的
少
数
者
専
用
相
談

わ
た
し
の
働
き
方
相
談

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て

子
ど
も
・
若
者
の
相
談

人
権
擁
護
委
員
紹
介

相　

談
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くらしの情報［ 11 月 ］

◎
申
込
期
限
／
11
月
13
日
（
金
）

会
員
募
集
中

　

自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
仕
事
が
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

綾
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
２
０
０

　

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
ま
つ

ら
れ
て
い
る
川
中
神
社
で
大
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。年
に
一
度
、大
祭

の
と
き
だ
け
拝
観
で
き
ま
す
。
神

事
の
後
に
直
会
も
あ
り
ま
す
。

◎
日
時
／
11
月
22
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
受
付
、
正
午
か
ら
神

事
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
‐
３
４
６
４

　

多
年
草
植
栽
で
自
然
体
な
風
景

を
生
み
出
す
花
壇
づ
く
り
に
つ
い

て
学
び
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

◎
日
時
／
11
月
26
日
（
木
）
午
前

10
時
開
始

◎
場
所
／
綾
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ

ン
錦
原
（
馬
事
公
苑
南
西
）

※
馬
事
公
苑
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

◎
持
参
す
る
も
の
／
移
植
ご
て
、

園
芸
用
手
袋
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

運
動
靴
ま
た
は
長
ぐ
つ

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

綾
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

◎
期
間
／
11
月
１
日
（
日
）
～
売

切
次
第
終
了　

午
前
９
時
～
午

後
４
時

◎
内
容
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
第
2
弾
綾
町
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
販
売

◎
対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
者

◎
条
件
／
1
人
3
冊
ま
で
1
回
限

り
（
先
着
順
）

※
申
込
書
を
記
入
し
て
ご
来
館
く

だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
‐
７
２
７
０

11
月
10
日
（
火
）
か
ら
毎
週
火
曜

日
定
休

川
中
神
社
大
祭

花
壇
づ
く
り
講
座

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

燃やせないごみへ！

正しい分別を再確認しましょう！

フタ

金属製のフタ、王冠、キャップ
※缶切りで空けた缶詰のふたが缶に付いている場合は「空き缶」へ

ライターの出し方
ライターはごみ袋の中
にバラバラに入れるので
はなく、別のビニール袋

（透明のもの）にまとめ
て入れてから「燃やせな
いごみ」で出しましょう。

ペットボトルはキャップとラベルを外してください

③つぶさずに袋に入れる

キャップとラベルを外していないものはリサイクルできません

②中を洗って乾かす①キャップとラベルを外す

キャップとラベル
は「容器包装プラ
スチック類」

ごみが正しく分別されていないため回収できないごみ袋が増えています。
「ごみの量を減らす」「正しく分別してリサイクルを推進する」など

国際社会が達成を目指しているＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に貢献するためにも
一人ひとりがごみに対する意識を持って取り組んでいきたいものです。

■お問い合わせ先／町民生活課　☎77-3465
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